
（24）第675号 広 報 ひ が し ど お り

発
行

　
東

通
村

／
〒

0
3
9
-
4
2
9
2
　

青
森

県
下

北
郡

東
通

村
大

字
砂

子
又

字
沢

内
5
番

地
3
4
 
☎

0
1
7
5
-
2
7
-
2
1
1
1
㈹

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
v
i
l
l
.
h
i
g
a
s
h
i
d
o
o
r
i
.
l
g
.
j
p
/

真手  奨さん（砂子又）の

長 男 凱
か い

　叶
と

 く ん

二本栁 恵美子さん（上田屋）の

牡丹㊧・菫㊥・藤㊨
『いつも癒してくれてありがとう。元
気に長生きしてね。』

東
田 
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部
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マ
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『
ハ
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ー
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ィ
ン
！
い
つ
ま

で
も
元
気
で
い
て
ね
♪
』

『
ト
リ
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・
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・
ト

リ
ー
ト
！
お
や
つ
を
見

つ
け
て
ご
機
嫌
で
す
♪
』

『
今
日
も
お
疲
れ
様
。

売
上
げ
は
？
』
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トピックスひがしどおりトピックスひがしどおり！！

オリジナル音頭で盆踊りをする様子

作成した船山車（写真２）

使用されなくなった磯船と㊦

船山車を作成する様子㊨

（写真１）

タイトル：伝統の祭りに新しい風を

取材協力：三國巧さん【岩屋地区】

初回は岩屋地区の伝統に新しさを取り入れたお祭

りについて、取材しました。

以前の岩屋地区のお祭りは、大湊ねぶたを借りて

きたり、小さい扇ねぶたを作成し運行していました。

しかし、３年前の２０１８年に唯一無二の祭りを

作りたいという想いから、６０年程前までは運行し

ていた、船山車を作り蘇らせようと考えついたそう

です。「せっかく漁業が盛んな港町なのだから」と、

地元民が一念発起し漁港で保管され使用されなく

なった磯船（写真１）を再利用し、船山車（写真２）

を作成しました。

さらに、オリジナルの祭囃子や音頭を作詞・作曲

し、振りつけまで自分達で行ったそうです。

あまり派手じゃなくても地域のサイズ感にあった

お祭りで、伝統を守りつつ、代々受け継がれていっ

てくれるよう願っていると

の事でした。

満 １ 歳 で ～ す ！


